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 Kindle Unlimited 会員は無料で読めます 

 ※Kindle Unlimited(月額 980 円)は 

  初回 30 日間お試し無料 

 

里親･養親の「なぜ？」を解説  

 

 

購入方法        

①お手持ちのスマホやタブレット端末に以下の 

 QR コードからKindle アプリをダウンロード（無料） 

 

 

 

②Kindle アプリから本を検索し、購入 

 

※電子書籍の文字の大きさは自由に変えられます 

画面をタップ→ Aaをタップ→お好みのサイズに変更 

  

 

 

 

 

 

 

 

←Kindle をインストール済み

の方は、左の QR コードから

概要と購入ページを閲覧で

きます 

 

試し行動の実例と効果的な対応 

ここにタッチし左右に動かします 
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心理学博士・公認心理師・臨床心理士 

日本女子大学･和光大学･明星大学 兼任講師

【略歴】元児童相談所相談員。日本の里親や

養親の養育力を意義づけ、当事者の自信を高

めるための研究を続けている。 

“食習慣” “虐待の影響”  

“知的発達の偏り” 

“病理を感じさせる言動”など 

試しでない行動を乗り越える方法 

愛着を育てる工夫 

https://www.amazon.co.jp/gp/help/customer/display.html?ie=UTF8&nodeId=202008070


 

  

 

 ベテラン里親さんから「子育ての知恵」を集めた研究をもとに、里親委託初期に出会う典

型的な課題と、それを乗り越えるコツを心理学の視点から解説。 

 里親さんや養親さん、里親になりたい方や子どもの委託を待っている方、里親養育支援者

に役立つ情報となるよう、成功事例を多く紹介しています。 
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※本書で紹介したインタビュー調査は、一般社団法人日本心理臨床学会平成 23 年度研究助成金(No. 2011.(ⅱ)-2

「養育実践を行う里親のリソースに関する心理学的研究」)の助成を受け、平成 23 年 9～11 月に実施したものです 

例えば･･･「試し行動を３日で落ち着かせるベテラン里親さんの対応」 

「ガツガツ食べていた子が、普通に食事をするようになった理由」 

「虐待を受けた子どもを育てる工夫」 

「児童相談所のこんな支援が役に立った」 

「複数の里子がいると、こんな効果がある」 


